
10

Lesson9：ゴーストギアが海の生き物に与える影響とその解決策について学習す

る。 各学習センター １2月

11

Lesson9：ゴーストギアが海の生き物に与える影響とその解決策について学習す

る。 各学習センター １２月

12

Lesson10：第二次世界大戦で疲弊した沖縄と、ハワイ在住の沖縄出身日系アメリ

カ人からの援助や両地域の現在の交流について学習する。 各学習センター １月

9

Lesson8：ロボットカフェを紹介する実況中継を通して、ロボットの可能性につい

て考える。 各学習センター １１月

6

Lesson6：江戸時代の浮世絵師、歌川国芳についてのスピーチを通して、浮世絵と

現代マンガの関連性について学習する。 各学習センター 8月

7

Lesson7：アンネ・フランクが生きた時代と彼女の日記を紹介するプレゼンテー

ションを通して、生きることの意味について考える。 各学習センター １０月

8

Lesson8：ロボットカフェを紹介する実況中継を通して、ロボットの可能性につい

て考える。 各学習センター １１月

3

Lesson3：愛馬との生活について話す布施蒼依さんのインタビューを通して、人と

動物の強いきずなについて学習する。 各学習センター ６月

4

Lesson4：海外の観光地について書かれたメールを通して、その魅力について学習

する。 各学習センター 7月

5

Lesson5：ある工業高校のユニークな取り組みを紹介する記事を通して、将来の夢

について考える。 各学習センター 7月

7月4日

5

受け身について理解する。

人や物に焦点を当てて受け身を用いて描写することができるようになる。
6 8月8日

6

比較級について理解する。

２つ以上のものを比べて説明することができるようになる。
7 10月21日

その他

各学習センターでは、本校の通信教育実施計画及び指示に従い実施する。施設状況や生徒の状況等に応じて日程・実施方

法を調整する場合も、本校の承認又は指示のもと、指導内容・評価・単位認定基準に変更が生じない範囲で対応する。

2 レポート6～9 各学習センター ２月

学習の成果に係る評価及び単位の修得の認定に当たっての基準

添削指導、面接指導、試験の結果を総合的に評価する。

所定の添削課題の提出、面接指導の受講、試験の受験を満たし、学習成果が認められる場合に単位を認定する。

試験

回数 試験範囲 実施場所 実施日

1 レポート１～5 各学習センター ９月

多様なメディアを利用した学習

計画段階では実施予定なし

面接指導(スクーリング）

回 単位時間 学習内容 実施場所 実施日

8
名詞を後ろから説明する分詞（後置修飾）について理解する。

現在分詞と過去分詞の違いを把握する。
10.11 12月5日

9

関係詞[関係代名詞who，which，that]について理解する。

関係詞を用いて人や物について説明を加えることができるようになる。
12 1月20日

1

Lesson1：世界の朝食を紹介するスピーチを通して、その特徴や相違を学習する。

各学習センター ５月

2

Lesson2：オーストラリアの珍しい野生動物クオッカと観光のルールについて学習

する。 各学習センター ５月

2

助動詞canを用いて自分ができることについて述べることができる。

命令文を用いて交通手段の案内をすることができる。

助動詞willについて理解し，自分の意志や未来のことについて表現できるようにな

る。

3 6月6日

7

現在完了形について理解する。

現在完了の経験用法を用いて「～したことがある」という自分の経験を述べられる

ようになる。
8.9 11月11日

添削指導（レポート）

回 学習内容
対応する

面接指導の回
提出期限

1

be動詞と一般動詞の過去形について理解し，肯定文・否定文・疑問文の組み立て方

を押さえる。

現在進行形について理解し，肯定文・否定文・疑問文の組み立て方を押さえる。
1.2 5月13日

3

to不定詞の名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法について理解する。

wantとto不定詞の名詞的用法を用いて「今週末にやりたいこと」について表現でき

るようになる。
4 7月4日

4

動名詞について理解する。

動名詞やto不定詞を用いて自分の好きなことや将来の夢について英語で表現する。
5

 多様なメディアを利用した学習による

 面接指導時間数の減免実施の有無

実施している 多様なメディアを利用した学習

による減免後の面接指導時間数
該当なし

実施していない

教科書 副教材等 添削指導 面接指導

All Aboard! English CommunicationⅠ 　　　　9回 12単位時間

英語 英語コミュニケーションⅠ 3

指

導

目

標

日常的・社会的な話題について，多くの支援を活用すれば，

１．必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

２．必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

３．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けたり，論理性に注意して

話して伝え合ったりすることができる。

４．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができる。

５．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

令和８年度　　通信教育実施計画

松陰高等学校（本校／各学習センター）

教科 科目 単位数 履修上の留意点

必修科目


